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真光寺村の谷間から湧出した流れが真光寺川となって次に経由するのは広袴村です。 

≪村名の由来と領主≫鎌倉時代この辺りを支配していた小山田氏の家臣・前島半弥が、巡視

した折「この地の形状はあたかも袴を広げた如し」と語ったことが村名の由来と伝えられ

ています。江戸時代に入ってからは久しく天領として代官に支配されていました。享保１４年（１

７２９年）、その一部が旗本神谷武衛門久敬に与えられ、以後幕末まで天領と神谷家の支配が続

きました。神谷氏は勘定奉行を務め金井、小野路、本町田村にもかなりの領地を所有する五百石

取りの大身でした。 

≪村の地勢とくらし≫「広袴町小史」には「中央に、天王山という２５丈ほどの山が

あり、南には１５丈ほど大入山が連なっていた。又、北側は飯森山を中心に松林

と雑木の山林地であった」とあります。天王山は昭和４０年代、良質の山砂が取れるという

ことで切り崩されてしまったそうです。中央に小高い丘陵があり、南と北を森林に囲まれ、その

間に田畑が広がるのどかな農村だったようです。「民家二十三戸散在す」とあります。畠が６割

を占め、出来高は町田市域２７ヶ村の内２５番目の小さな村でした。 

≪真光寺川の変貌≫新編武蔵風土記稿には「村内にかかること凡六町、川幅九尺許、

この水を引て所々の水田に続けり」とあります。灌漑用水として谷戸の田圃を潤しながら

流れ、農村に欠かせないの生活の一部となっていたようです。真光寺川が変貌を強いられるのは 

大規模な宅地開発が始まってからでした。鶴川団地が昭和４３年に分譲を開始し、隣接するこの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・真光寺川ゆかりの村々・・・ 

その２―広袴村 

 

平成１３年３月・町田市作：「町田市地形図（北部）」 



 ２ 

地域でも住宅建設が活発化してきました。無秩序な都市化、いわゆるスプロール化を避けるため

昭和５３年「真光寺・広袴地区土地利用計画」が策定され住

宅・都市整備公団が実施にあたりました。広大な宅地が造成

されました。その結果、真光寺川は神明橋上流端から鶴川台

交差点の間、約９００ｍが地下に埋没されてしまいました。

内４６０ｍにわたっては地下に没した水路の上に「せせらぎ

緑道」が造られ二重構造になっています。又、開発地域の溢

水を収容する凡そ１ヘクタールの調整池が設けられ、平成１

６年親水公園として市に寄贈されました。埋没してしまった

真光寺川は、農村から市街化地域へという時代の趨勢を象徴しているのかも知れません。ちなみ

に広袴の世帯数はここ数十年の間に飛躍的に増大しました。（文 山口拓郎） 

 

 

 

月３０日（月）、真光寺川の中流・上流の管理者である東京都南多摩東部建設事務所（以

下南東建）を訪問し打ち合わせを行いました。清流の会からは山口会長以下４名が出席、

南東建側からは管理課河川管理係と工事課維持担当係の両係長と担当ら３名が対応していただ

きました。今回は南東建の人事異動によって真光寺川を担当するメンバーが変更となったため、

ご挨拶を兼ねてこれまでにいくつかお願いし取り組んでいただいたことへのお礼と今後も引き

続き要望したいことについて意見交換を行いました。 

要望として水質の改善と生態系の復活のため魚道や蛇籠の継続的な設置を、また下堰親水の深

くえぐれた部分への蛇籠の設置や五条池周囲の滑って転びやすい歩道の補修などをお願いしま

した。南東建側からは特に危険な堲所の補修について早期に検討したいとの考えが示されました。

また真光寺川の周囲の植栽地の一部に、自然な風景を復元するためこれまで通り清流にする会の

メンバーが山野草を植えることについて確認しご理解をいただきました。今後とも真光寺川を清

流にするため南東建と連携していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 
 

           ７月は郵便振込で能ケ谷６丁目の岡村実様からご寄付いただきました。 

その他めだかポスト・一木会からの寄付を合算し 1,801 円でした。 

里親の会の活動に対して皆様のご厚志に感謝いたします。 

                          ９月１２日、総勢１１名が清掃に汗を流ました。この日は川底がよく見 

え、小た。                       え、魚が沢山泳いでいました。また掃除の途中で大きなシジミを見つけ 

たメンバーもおりまし      たメンバーもいました。この日は合計１４袋のゴミを回収しました。 
 

 

ご一緒に川をきれいにしませんか。どなたでも大歓迎です。 

『 http://www.shinkojigawa.com/』 ホームページへご意見ご感想をお寄せ下さい 
 

『真光寺川 里親の会』会長：山口 拓郎 町田市鶴川 1-10-13  ℡/Fax 042-735-0382 

事務局：町田市広袴 3-24-11 山本隆治 ℡/Fax 042-736-0214 e-mailryuji.yamamoto@beach.ocn.ne.jp 

≪川の風景≫  暑さで避難するカルガモたち と 久しぶりのモズクガニ発見 

今年の夏の異常な猛暑にさすがのカルガモたちも涼を求めて日陰に逃れていました。 

神明橋脇の道路下に避難したカルガモの写真を山本会員からいた 

だきました。 
また９月９日下堰親水で甲羅の大きさ 15-20 センチのモズク 

ガニが川の深みに逃げて行ったと山口会長から知らせがありました。３年前に和光小 

学校の児童が見つけて以来の久しぶりの発見の知らせです。 

 

 

              
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月の清掃報告  

１１月の清掃日は 1４日（第 2 日曜日）です。集合：下堰親水堲 9：30 

『めだかポスト』 

南東建を訪問、真光寺川の整備について要望！ 
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 広袴公園 

モズクガニ 

避難するカルガモ 

http://www.shinkojigawa.com/
mailto:ryuji.yamamoto@beach.ocn.ne.jp

